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合
と
き
め
く

y

新
た
な
時
代
を
創
造

新
幹
線

・
高
速
道
な
ど

高
速
交
通
網
も
着
々
と

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
上
信
越

自
動
車
道
と
北
陸
新
幹
線
の
建
設
工

事
が
進
み
、
景
色
が
日
ご
と
に
変
わ

っ
て
い
る
所
さ
え
あ
り
ま
す
。
か
つ

て
、
新
た
に
鉄
道
が
通
っ
た
地
凶
械
が

に
ぎ
わ
い
、
そ
う
で
な
い
地
域
が
衰

退
し
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に

都
市
は
生
き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

昨年1年聞をふり返って…
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7
日
・
:
塩
田
西
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

関
所
式
(
聾
舛
田

・
旧
塩
田
西
保
育
園
)
V
U

B
:
・
「
創
造
の
森
」
整
備
事
幾
起
工
式
(
下

[2 ) 7 

組
)

V

7
日・
:
3
月
定
例
市
議
会
招
集
日

(1
白

日
)
V
日
目
・
:
『国
立
新
病
院

(
国
立
長
野

東
信
統
合
病
院
)
基
本
計
画
」
を
、
厚
生
省

が
市
に
提
示
(
東
信
病
院
の
現
在
地
に
新
病

院
を
建
設
。
長
野
圏
域
を
主
な
診
療
図
と
し
、

高
度
の
総
合
診
療
を
行
う
施
設
と
し
て
整
備
)

V
お
日
:
・
第
l
図
上
国
民
俗
芸
能
祭
り
(
文

化
セ
ン
タ
ー
)

V
は
日
:
上
田
市
長
選
挙
・
上
田
市
議
会
議

員
補
欠
選
挙
V

U
日・

上
田
市
高
齢
者
保
健

福
祉
総
合
計
画
策
定
委
員
会
が
、
同
計
画
を

市
長
に
提
出
/
塩
田
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
起

工
式
(
中
組
)

V
お
日
・:
永
野
前
市
長
退
任

式

・
送
別
式

v
m日
・:
竹
下
新
市
長
初
登
庁
・

潜
任
式

V
8
日
:
・農
業
集
落
排
水
事
策
問
地
区
処
理

し
ゅ
ん

場
竣
工
式
(
同
処
理
場

)
v
n日・
:笛聞け
は
回

や
〈
ら

上
田
真
田
ま
つ
リ

(1
M
目
、
上
回
放
櫓
門

完
成
記
念
行
事
と
し
て
、
櫓
門

一
般
公
開
、

い
ず
し

常
国

・
房
山
獅
子
、
保
野
獅
子
、
出
石
町
大

名
行
列
な
ど
を
披
露
)
V
N
R
・
-
-
上
回
城
本

丸
東
虎
口
櫓
門
竣
工
式
V
お
日
:
・
第
三
次
総

合
計
画
策
定
に
向
け
て
の
地
区
別
市
民
広
務

「
市
長
と
諮
る
会
」
(
1
6
月
、
市
内
同
地
区
)

V
同
日
・
:
神
科
児
童
セ
ン
タ
ー
竣
エ
式
(
長

島
)

V
6
日
・
:
上
田
中
央
消
防
署
東
北
分
署
起
工

式
(
小
井
田
)
V

7
日

:
6
月
定
例
市
議
会

招
集
日

(
i
n
日
)
/
上
回
南
部
消
防
署
川

西
分
署
起
工
式
(
浦
野
)
V

9
日

ま
っ
た

け
資
料
館
オ
ー
プ
ン
(
別
所
温
泉
森
林
公
園
)

v
i
日
:
・旧
宣
教
師
鎗
竣
工
式
(
県
営
上
回

広報うえ定'7. 1. 



• 
そ
し
て
、
今
回
の
高
速
道
と
新
幹
線

の
附
泌
は
、
大
き
な
時
代
の
流
れ
を

感
じ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ

・
フ
カ
。

昨
年
ロ
月
3
日
に
、
信
越
線
で
初

め
て
の
、
橋
上
駅
と
し
て
の
上
回
釈

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
新
幹
線
工

事
の
た
め
担
税
は
狭
く
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
平
成

9
年
に
は
、
皆
さ
ん

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
「
市
民
コ

ー

ナ
ー
」
が
、

改
札
口
の
北
側
仁
完
成

す
る
予
定
で
す
。

新
し
い
新
幹
線
上
岡
駅
舎
は
、
駅

前
広
州
帽
の
再
開
発
と
あ
わ
せ
た
ト
ー

タ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
、
上
回
の
伝

統
と
個
性
を
生
か
し
た
、
未
来
指
向

の
「
蔵
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
建
設
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ニ
の
上
回
駅

か
ら
東
京
ま
で
新
幹
線
で

1
時
間
日

分
、
ま
た
、
高
迷
道
で

2
時
間
叩
分

制
何
度

t
な
り
ま
す
。
こ
の
時
間
の
傾

縮
じ
よ
り
、
上
問
市
が
ど
の
よ
う
な

方
向
に
進
む
の
か
、
ど
の
よ
う
に
発

展
す
る
の
か
期
待
を
感
じ
き
せ
ま
す
。

こ
の
高
速
交
通
網
の
開
通
を
迎
え
、

上
回
縦
域
バ
イ
パ
ス
の
述
設
促
進
ぞ

は
じ
め
、
イ
ン
タ
ー
か
ら
出
入
り
す

る
事
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た

め
、
幹
線
道
協
を
中
心
に
鐙
備
ぞ
計

画
的
に
進
め
ま
す
。
ま
た
、
交
通
渋

滞
の
解
消
を
目
指
し
た
千
曲
川
架
橋

に
向
け
て
、
意
欲
的
に
準
備
を
進
め

て
い
く
予
定
で
す
。

近
代
的
問
唐
衡
の
戦
備
と
し
て
、

集
客
率
の
伸
び
が
噌
め
る
再
開
発
な

E
は
、
商
応
衡
と
行
政
が
一
体

t
な

っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

中
央
商
唐
衡
に
人
び
と
が
集
ま
り
、

問
遊
し
て
楽
し
み
、
買
い
物
を
し
て

問
問
す
る
時
間
と
峨
所
を
幣
備
し
、

魅
力
あ
る
ま
ち
そ
っ
く
る
た
め
の
施

策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

新
た
な
文
化
と
産
業
の

育
つ
研
究
学
園
地
域
に

今
年
は
、
上
問
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

内
に
、
将
来
へ
の
発
泌
が
期
待
さ
れ

る
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
注
目
を
集
め
て

い
る
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー
」
が
完
成
し
ま
す
。
ま
た
、
す

σ近
く
に
は
県
立
工
科
短
期
大
学
校

が
こ
の
作
開
校
し
、

H
K
貯
大
川
下
、
ヒ

田
火
予
知
期
大
学
と
合
わ
せ
、
新
た

な
文
化
及
び
産
業
の
育
つ
研
究
学
園

地
域
主
し
て
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
戦
備
す
る

た
め
に
、
為
学
校
へ
の
パ
ソ
コ
ン
終

的
を
は
じ
め
、
出
川
両
小
学
校
の
新

築
、
第
一
中
学
校
の
移
転
用
地
の
俗

保
と
、
大
型
の
学
校
盤
備
が
進
め
ら

れ
ま
す
。

高
齢
化
社
会
に
も
配
慮

「
社
会
福
祉
」
の
充
実
を

社
会
福
銑
の
充
実
の
た
め
仁
は
、

高
齢
者
保
健
福
祉
総
合
計
画
に
よ
り
、

福
祉
施
設
放
軍
備
と
ホ

l
ム
ヘ
ル
パ

l

の
助
貝
な
ど
、
出
n
さ
ん
が
安
心
し
て

同
船
化
社
会
を
迎
え
る
た
め
の
施
策

を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。.
日ア

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
中
学
校
区

に
1
か
所
と
の
設
置
計
画
を
は
じ
め
、

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
特
別
養
護
老
人

ホ
l
ム
「
室
賀
の
思
」
に
引
き
絞
き
、

今
年
は
、
市
民
の
た
め
の
特
別
後
護

老
人
ホ
l
ム
が
庁
木
村
に
も
附
所
し

ま
す
。
ま
た
「
室
賀
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
」
の
浴
室
は
温
'
浪
を
引
く

工
事
も
進
め
て
お
り
、
利
用
者
の
皆

き
ん
に
は
点
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

引
世
紀
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン

第
三
次
総
合
計
画
策
定

美
し
い
肉
仙
黙
と
、
歴
史
的
・

文
化

的
な
遺
産
を
守
り
育
て
る

t
と
も
に
、

上
旧
市
に
ふ
さ
わ
し
い
側
側
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、
幻
世
紀
ぞ
新
た

な
都
市
と
な
っ
て
迎
え
る
た
め
、
第

三
次
上
国
市
総
合
計
画
を
告
さ
ん
F

の

英
知
に
よ
り
、
今
年
秋
に
は
策
定
す

る
計
州
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

市政ダイジェスト
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リ
サ
ー
チ
パ

l
ク
内
)
V
川
目
:・
都
市
計
画

道
路
上
田
駅
大
星
線
開
通
式
V
U
日
・
:
室
賀

福
祉
施
設
完
成
式
(
特
別
養
護
老
人
ホ

i
ム

「
室
賀
の
呈
」
、
上
田
市
室
賀
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、

上
回
古
川
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
)
V
話
回
:
・
第
三
次
上
田
市
総
合
計
画
第

1
国
策
定
袋
員
会

v
m
日
:
・
第
|
回
古
川
誌
編
さ
ん
刊
行
会
V
N

日
:
・
ふ
れ
あ
い
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ

l
ク
(
仮

称
)
起
工
式
(
下
之
条

)
v
n
a
-
--国
立
新

病
院
起
工
式
(
国
立
東
信
病
院
敷
地
内
)

V
2
日
・:
県
市
長
会
総
会
(
よ
田
高
砂
殿
)

V
6
日・
:
9
月
定
例
古
川
機
会
招
集
日
(
お
日
)

V
初
日
:
・
塩
図
西
小
学
校
起
工
式
(
山
田
)

V
7
日
・:
内
堀
団
地
起
工
式
(
五
加

)
v
m

日・
:
よ
国
吉
戦
場
ハ

l
フ
マ
ラ
ソ
ン
(
長
野

大
学
前
ス
タ
ー
ト
)
V
同
日
:
・
全
国
消
防
操

法
大
会
(
横
浜
市
)
で
市
消
防
団
第
l
分
団

が
準
優
勝
V
白
日
・
:
柿
ノ
木
地
区
土
地
区
函

塗
理
事
業
起
工
式
(
秋
和

)
v
m
日
・
;
「創

造
の
森
」
整
備
事
業
完
成
式
(
下
組
)

V
4
日
:
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

起
工
式
(
県
営
上
回
リ
サ
ー
チ
パ

ー
ク
内
)

V
同
日
:
・
上
田
市
一
般
廃
棄
物
最
終
処
介
湯

起
工
式
(
下
室
賀

)
v
n
日
:
・
農
業
集
落
排

し
ゅ
ん

氷
穫
祭
下
之
郷
地
区
処
理
場
竣
工
式
(
同
処

理
場
)
V
白
日
:
・
国
際
家
族
年
を
考
え
る
親

と
子
の
集
い
(
上
回
創
造
館
)

V
2
日
:
・
塩
田
矯
造
改
善
セ
ン
タ
ー
綾
工
式

(
中
総
)
V
3
日:・
J

R
上
田
駅
橋
上
駅
舎

綬
工
式
{
同
駅
織
内
)
V
6
日
・
:
は
月
定
例

市
議
会
招
集
日

(1
幻
自
)
V

H
日
:
・
「
あ

り
が
と
う
よ
園
駅
、
そ
し
て
新
幹
線
駅
へ
」

セ
レ
モ
ニ
ー
(
J
R
旧
上
回
叡
企
E)
V
日
E

.
・
・
血
属
製
集
落
排
水
事
業
下
小
島
地
区
処
理
場

酬
明
工
式
(
同
処
獲
得
)
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北
陸
新
幹
線

p、・4

" 白‘4

建設が進む、北陸新幸宇線第2千曲川橋りょう

北
陸
新
幹
線
(
後
井
沢

・
長
野
間
)
の
建
設
は
、
平
成

3
年

8
月
詑
日

に
工
事
実
施
計
画
が
認
可
さ
れ
、
平
成
9
年
秋
の
開
業
に
向
け
、
市
内
全

線

(
7
・
9
h
)
に
わ
た
り
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
日
に
日
に
そ
の
姿

を
現
し
て
き
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

第

2
子
山
川
橋
り
ょ
う
は
、
延
長

2
7
0
m
、
隔
ロ
・

8
m
、
橋
の
支

柱
(
潟
さ
伍

m
〉
か
ら
ケ

l
プ
山
川
(
太
さ
日

・
5
師

)
b
z
両
側
に
日
本
ず

つ
張
っ
た
斜
様
橋
で
、
鉄
道
専
用
の
長
大
総
へ
の
導
入
と
し
て
は
全
国
で

初
め
て
。
ま
た
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
鉄
道
総
と
し
て
も
、
圏
内
最
長

t
な
り
、

平
成
7
年
互
に
完
成
予
定
で
す
。

五
叩
よ
ケ
峯
ト
ン
ネ
ル
は
、
延
長
時

・
2
h
で
、
上
回
工
区
は
約

3
M
の

う
ち
、
間
切
必
約

2
・
7
M
掘
り
進
め
ら
れ
て
お
り
、
ト
ン
、
zr
ル
全
体
の
進

ち
よ
く
率
は
約
9
剣
で
、
平
成

7
年
春
に
は
会
線
口
通
す
る
予
定
で
す
。

北
陸
新
幹
線
の
新
上
問
駅
舎
は
、
日
本
鉄
道
徳
設
公
聞
か
ら
J

R
来
日

本
が
受
託
し
、
設
計
、
時
他
殺
し
ま
す
が
、
旧

・
夜
来
線
駅
舎
と
ほ
ぼ
同
じ

位
置
に
建
設
さ
れ
、
平
成
7
年
早
々
か
ら
工
事
が
始
ま
り
、
平
成

9
年
存

に
完
成
予
定
で
す
。

胤
刑
造
的
に
は
、
高
架
で
入
っ
て
く
る
た
め
、
高
架
下
を
利
用
し
た
、
地

平
釈
と
な
り
、

2
階
部
分
に
ホ

l
ム
(
延
長

3
1
0
m
、
阪

5
m)
と
軌

道
が
雄
投
さ
れ
ま
す
。

外
装
に
つ
い
て
は
、
幅
約

l
o
o
m
、
高
さ

U
m
余
の
駅
舎
鐙
而
に
、

峨
下
町
の
而
影
を
伐
す
『
衡
の
頗
」
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
、
全
体

に
蔵
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
さ
ら
に
釈
前
広
場
と

一
元
的
に
考
え
な
が
ら
、
現

代
風
仁
ア
レ
ン
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
レ
ま
す
。

2 

'̂ 

蔵
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
北
陸
新
幹
幹
線
の

新
上
回
駅
舎• 

• 
• 

ー
大
型
事
業
の
進
ち
ょ
く
実
兄

叶

ωーと，
J
B

国
立
新
病
院

F3!k 
a書偽

上
田
市
で
は
、
医
療
問
題
が
解
決
す
べ
き
大

き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
、
国

立
病
院
の
統
合
が
決
ま
り
、
「
が
ん

・
心
臓

・
救

急
」
な
ど
を
主
な
診
療
機
能
と
す
る
、
地
上

7

階
地
下

1
階
の
総
合
診
療
施
設
が
、
平
成

9
年

度
の
開
設
を
目
標
に
者
工
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
医
療
問
題
研
究
委
員
会
の
提
言
守

踏
ま
え
、
当
面
、
国
立
病
院
の
統
合
に
よ
り
、
中

級
医
療
機
関
ぞ
帥
設
備
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

不
安
の
解
消
を
凶
る
こ
と
と
し
、
市
議
会
と
協

力
し
て
、
国
・県
・関
係
市
町
村
に
姿
製
し
て
き

ま
し
た
。

鐙
出
附
さ
れ
る
新
病
院
は
、
全
体
と
し
て
市
の

要
望
が
生
か
さ
れ
た
も
の
で
、
病
床

4
2
0
床、

幻
診
療
科
へ
の
病
院
規
模
の
拡
大
・全
部
改
築
、

が
ん

・
心
臓
で
の
高
度
医
療
後
能
幣
備
、

I
C

U
な

E
救
急
体
制
の
拡
充
・
・
な
ど
に
よ
り
、
医

療
問
泌
の
多
く
が
解
消
で
き
る
も
の
と
期
待
さ

れ
ま
す
。

新
病
院
が
祈
工
し
、
オ
ー
プ
ン
の
目
途
が
立

っ
た
ζ

と
か
ら
、
今
後
は
、
高
度
医
療
機
恭
の 国立新病院の完成予想図

[4J 7 1. 広報うえだ7.



上
信
越
自
動
車
道

上
信
越
自
動
車
道
の
建
設
は
、
佐
久
3
更
地
問
(
延
長
U
・

5
h
)
令
判
定

2
4線
、
総
本
来
的
約

1
7
1
0
億
円
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ヒ

ッ
ク
の
来
襲
交
通
子
段
と
し
て
、
削
切

丘
、
工
事
は
最
盛
期
を
迎
え
て
お
り
、
佐
久

i
小
話
問
は
平

成
7
年
度
に
、
小
諸
1
更
防
相
附
は
平
成

8
年
度
完
成
ぞ
目
指

し
、
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

k
川
市
の
一
地
過
遜
H
K
は
9
・
5
h
・
川
地
口
収
は
お
お
む

ね
終

f
し、

A
，
は
上
て
wphτ
中
心
に
進
め
-e
勺
れ
て
お
り
、
よ

う
や
く
高
速
道
路
の
安
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
手
成
7
年
に
完
成
す
る
神
川
橋
(
仮
体
〉
は
、

初
例
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ア

l
チ
が
述
統
し
た
形
に
な

り
、
完
成
す
る
と
ア

1
チ
怖
と
し
て
は
、
け
-
本
で

一
得
H
K
い

橋

t
な
り
ま
す
。

ま
た
、
住
k
n
地
籍
で
は
、
ア
ク
セ
ス
道
路
と
な
る
国
道
1

4
4
F
J線
か
ら
、
高
速
道
路
に
来
り
入
れ
る
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
よ
が
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
・

ニ
の
ほ
か
、
古
川
内
泌
治
活
M
X
の
う
ち
、

2

・分
の

一
をし
ruめ

る
ト
ン
ネ
ル
工
事
も
、
「
大
久
保
ト
ン
ネ
ル
』
が
阪
に
は
通
し
、

「
山
口
ト
ン
、
不
ル
」
「
太
郎
山
ト
ン
ネ
ル
」
も
平
成

8
年
度
完

成
に
向
け
、
工
事
も
順
調
で
す
。

li1111 
20留のアーチ治寝緩する上信鍾自勧車道縛111縫{仮称)

公
共
下
水
道川

沿
u

別
所
温
泉
終
末
処
理
場
(
完
成
予
想
図
)

ふ
れ
あ
い
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
パ
ー
ク
(
仮
称
)

新
し
い

可
燃
営
上
岡
野
球
場
繋
備
事
業
」

は
、
下
之
条
・
上
聞
販

・
築
地
地
絡
で
用
地

買
収
が
終

f
し
、
ヂ
成

6
年

6
川
か
ら
造
成

工
引
が
約
ま
り
、
予
成

7
年

3
刀
に
は
造
成

が
終

f
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
は
、
古
里
地
籍
に
あ
る
、
現
在
の
山
町

内向
L
L
間
球
場
の
駐
車
湯
不
足
か
ら
、
新
た
に

雄
投
が
哨
ま
れ
て
い
た
も
の
で
‘
み
体
工
事

に
つ
い
て
は
、
川
取
が
川
「
成

7
年
当
初
か
ら
日
平

成

E
年
哀
を
白
途
に
進
め
て
い
ま
す
.

規
綴
は
、
両
翼
民
ω
灯、

中
堅

1
2
0
灯
、

上
川
市
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、

昭
利
必
年
必
手
の
上
回
処
理
灰
(
認

可
}則
被

1
4
6
5
M
)
と
、
平
成
5

年
度
若
手
の
南
部
処
理
区
(
認
可
而

制
2
9
2
h
)
の、

2
Mぽ即
一区
で
符

き
ょ
の
核
開
制
と
終
水
処
理
局
の
佐
川
叫

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成

5
年
度
末
の
下
b
小
道
普
及
本

は
、
約
幻
ハ

1
セ
ン
ト
で
、
今
後
も

山川
け
及
本
の
向

k
e円
折
し
、
市
戸
業
従

巡
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
千
成

3
年
度
か
ら
特
定
環

続
保
全
公
共
下
水
道
事
業
と
し
て
民
骨

子
し
て
い
る
、
別
v

川川
畑山
市
処
喫
灰
(
認

，川e
M
川
向
似
槌

M
)
は、

Jr成
7
年

U
M

供
川
凶
始
の
，

rリ
4

で
、
削
%
伝
muき
ょ

の
柊
備
と
終
末
処
理
場
の
雄
投
を
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
ま
す
。

観
客
収
容
人
員
は

1
万

8
千
人
で
、
ナ
イ
タ

ー
施
誌
も

F
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

k
m市
で
も
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
「
ふ
れ
あ

い
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ

l
ク
恨
業
」
を
進
め
て

い
ま
す
。

ニ
れ
は
、
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・

サ
ッ
カ
ー
な
ど
仁
利
用
で
き
る
ナ
イ
タ
ー
施

設
完
備
の
「
多
円
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
、
「テ

ニ
ス

コ
ー
ト
(
砂
人
り
人
工
芝
で
ナ
イ
タ
ー
施
設

完
備
)
」
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

な
ど
に
利
用
で
き
る
「
室
内
多
目
的
巡
動
場
』

を
建
設
す
る
も
の
で
、
平
成
7
年
夏
の
完
成

予
定
で
す
。

山

m-M野
隊
撤

eA7い
む
総
事
業
向H
は
約
百
億

円
の
，
T
定
で
、

一
般
の
鍛
備
が
で
き
れ
ば
、

日
万
平
方
メ

ー
ト
ル

近
い
ス
ポ
ー
ツ
公
開
凶
に

な
り
ま
す
。

戦
術
内
容
や
、
医
師
ら
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
ト
分

な
鰍
保
な

E
が
大
き
な
減
組
で
す
。
市
で
は
、

市
議
会
と
も
協
力
し
、

こ
れ
ら
の
拡
充
を
働
き

か
け
る
方
針
で
す
。

ま
た、

市
で
は
、
病
院
を
利
用
す
る
市
民
を

は
じ
め
、
上
小

・
更
は
明
地
区
の
住
民
の
品
刊
さ
ん

の
利
.
他
ぞ
阿
る
た
め
、
病
院
川
辺
の
滋
鈴
税
制

も
計
画
し
て
い
ま
す
。

平成9年度開般に向11工事が進行中新しいM~野放場と併設されるスポーツ広場I(完成予想図)
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上
田
駅
周
辺
整
備
構
想
平
面
図

上
田
駅
周
辺
整
備

J
R
上
田
駅
北
口
は
、
「
市
街
地
再
開
発
事
業
」
に

よ
り
、
約

2
h
の
核
備
を
計
・
幽
し
て
い
ま
す
。

回
世
必
の
駅
前
広
肌
唱
を
舷
強
し
、
交
泌
機
能
の
強
化

e
Mる
と
と
も
に
、
水
と
叫
柿
を
判
期
し
て
、
駅
利
川

お
と
市
民
が
怨
え
る
広
場
戦
備
を
行
い
、
上
小
地
械

の
ぶ
附
日
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
駅
前
づ
く
り
を

H
指

し
ま
す

山
肌
f

肌
ぷ
川
に
は
、
戸内
問
先
ピ
ル
を
佳
品
叫
、
そ
の
米
側
に

は
約

3
0
0
台
以
官
什
の
』
H.
体
恥
い
ゆ
吟
ぞ
配
慨
し
、
そ

れ
ら
と
駅
e
u
H織
的
に
結
合
す
る
ニ
と
に
よ
り
、
駅

開
辺
の
利
便
性
を
阿
る
と
と
も
に
、
に
ダ
わ

い
と
活

気
に
満
ち
た
駅
前
明
間
づ
く
り
を
仲
川
両
し
て
い
ま
す
。

一
ド
力
、
出

nの
火
山
地
広
助

(
6
0
0
0
附
}
と
約

1
0
0
ム
口
の
駁
市
小
肌
切
に
つ
い
て
は
、
平
成
9
年
度
の

析
幹
線
開
業
時
に
供
別
で
き
る
よ
う
、
事
業
守
倣
逃

し
て
い
ま
す
。
用
地
の
雌
保
も
販
制
酬
で
、
平
成

8
年

度
か
ら

a

ム
事
に
符
予
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
国
道

1
4
3
号
線
か
ら
商
い
に
至
る
駅
環

状
道
路
に
つ
い
て
も
、
朋
地
質
収
を
進
め
て
お
り
、

平
成

9
年
度
の
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

情
報
セ
ン
タ
ー

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
市
民

の
脱
臼
さ
ん
が
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
体
験
し
、

m“

解
を
深
め
、
れ
ら
が
活
用
す
る
こ
と
を
い
え
般
す

る
路
設
で
す
。

ま
た
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
利
川
し
て
人
ぞ

脊
て
、
人
や
情
報
の
交
流
を
活
発
に
し
、

地
域
の

活
性
化
を
阿
る
た
め
の
施
波
で
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
関
連
の
新
産
業

北
口
駅
前
広
場
に
は
一
再
開
発
ビ
ル
、
立
体
駐
車
場
を
予
定

県立工科短期大学校

[6J 7 1. 広報うえ定7.

4月開校の県工科短期大学綬(完成予想図)



坂
城
バ
イ
パ
ス

上
回
1
更
地
問
の
国
道
路
号
は
、

幅
員
が
7
1
9
m
t狭
〈
、
交
通
訟

も
多
い
た
め
、
悦
性
的
な
交
泌
渋
滞

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

「
上
山

・
篠
ノ
ル
パ
イ
ハ
ス
」
は、

こ
の
交
通
渋
滞
の
解
消
と
、
上
岡
市

t
.
R
m市
附
の
地
域
の
発
肢
を
目
的

に
計
画
さ
れ
た
道
路
で
す
。

ル
ー
ト
は
、
上
田
市
で
千
品
開
川
左

岸
に
渡
り
、
坂
減
町

・
上
山
田
町

・

戸
倉
町
を
巡
り
、
更
地
市
南
北
伎
で
右

ゅ
に
反
る
と
い
う
も
の
で
、
延
長
は

幻
・

3
h
で
す
。
阪
に
、
中
央
自
動

水
道
H
K
眠
判
的
糊
の
川
間
一
池
に
あ
わ
せ
、
ア

ク
セ
ス
辺
助
仰
と
し
て
.
民
地
市
の

一
節

分
3
・
2
h
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
上
岡
市
上
泌
尻
地
区

か
ら
、
(
仮
祢
)
上
回
大
縞
{
長
さ

4

8
0
m
」
で
千
曲
川
を
渡
り
、
下
之

条
地
区
、
半
過
地
区
か
ら
坂
減
町
の

ね
ず
み
締
ま
で
の
4
・
9
M
が

『
上

回
坂
峨
バ
イ
パ
ス
』
と
し
て
事
業
化

さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成

4
年
度
か
ら

m地
の
w
H
収
が

始
め
ら
れ
、

L
L
出
民
地
区
で
は
、
約

半
分
の
土
地
の
買
収
が
完
了
し
て
い

ま
す
。

当
面
は
、
上
駐
尻
地
区
か
ら
下
之

条
地
区
の
国
道

1
4
3
号
『
築
地
バ

イ
パ
ス
」
ま
で
の

1
・
6
h
を
、
上

岡
市
の
都
市
環
状
道
路
と
し
て
、
暫

定

2
4線
で
、
早
期
に
開
通
で
き
る

よ
う
、
山
川

・
凶
に
働
き
か
け
て
い
ま

す
。

申随一

延畏4.9km
(上塩尻~坂城間)

の
仮
削
円
ぞ
阿
る
た
め
、
地
山
崎
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
技
術
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
狙
い
ま
す
。

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在

建
設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
オ
ー
プ
ン
に

向
け
て
の
準
備
を
進
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
税

し
ま
れ
る
施
設
b
z
目
指
し
ま
す
。

事
業
は
地
域
の
産

・
学

-W
の
皆
さ
ん
の
協

力
ぞ
い
た
ど
き
、
お
お
ぜ
い
の
市
民
に
級
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め
、
マ
ン
ガ

・
ア
ニ
メ
の

m
m

を
診
え
て

い
ま
す
。
ご
剣
山
町
く
だ
さ
い
。

(
削
刷
機
、
内
容
な
ど
は
広
報
ロ

η
1日
ザ
参
照
)

塩
田
西
小
学
校

中
山
川
川
・

別
所
の
刈
小
川
ρ
校
は
と
も
に
小
鋭
校
校

で
あ
り
、
教
育
環
境
の
戦
備
を
阿
る
た
め
、

2
校
を

統
合
し
て
抑
制
問
問
小
学
校
と
し
て
平
成

8
年

4
打
開

校
に
向
け
、
山
田
地
獄
に
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
校
舎
の
建
設
に
着
手
し
、
平
成

7
年
秋
に

は
完
成
の
予
定
で
す
。

こ
の
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

り

1
ト
造
り

2
階
建
て

2
機
と
平
屋
鐙
て

1
棟
で
、

外
観
は
、
極
限
を
か
わ
ら
ぶ
き
に
す
る
な
ど
、

風
間

予
の
氏
側
に
合
う
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
市
校
舎
は

1
際
に
管
理
教
夜
、

2
附

に
は
叫
mH

泌
秋
本
、
多
目
的
ホ

l
山
げ
な
ど
ぞ
備
え
て
お

り
、
悦
1-M
A他
て
の
北
校
品
川
に
は
、
低
学
年
数
宅
な
ど

を
配
慨
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
凶
校
舎
は
音
楽
室
、
調
理
室
な
ど
を
配
置

し
た
特
別
教
室
棟
と
す
る
と

t
も
に
、
校
舎
開
放
用

の
玄
関
そ
投
げ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
、
凶
工
室
と

2

と
も
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
配
慮
し
ま

'
し
れ
ん
。

さ
ら
に
、
被
数
の
ク
ラ
ス
や
学
年
が
い
っ
し
ょ
に

給
食
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
市
内
の
小
中
学
校
で

川
批
判
村
上
関
リ
サ
ー
チ
パ

l
ク
に
述
設
中
の
、

長
野
県
工
科
短
期
大
学
校
が
、
本
年

4
Rに、

開
校
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
産
業
社
会
の
、
特
に
先
端
技
術
分

野
で
の
、
早
い
技
術
革
新
に
、
柔
軟
に
対
応
で

き
る
知
議
と
後
術
を
派
ね
備
え
た
「
実
践
型
技

術
者
」
の
養
成
を
日
的
と
し
て
い
ま
す
。

生
産
技
術
科
、
制
御
技
術
科
、
屯
チ
技
術
科
、

情
報
技
術
科
の

4
学
科
{
ウ
品
川
H
は
各
学
科
知
名
)

で
栴
成
さ
れ
、
統
来
年
阪
は

2
年
で
す
・

(ハ子生
の
募
集
記
事

H
9
ペ
ー
ジ
参
照
)

は
初
め
て
、
ラ
ン
チ
ル

l
ム
の
放
置
も
あ
わ
せ
て
計

幽
し
ま
し
た
.

ま
た
、
今
ぶ
か
ら
建
設
が
始
ま
る
泌
内
運
動
場
に

は
、
.
此
ぷ
-V
官
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル

l
ム
な
ど
、
社
会

体
行
で
使
附
す
る
施
放
と
し
て
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
併

設
し
、
利

mお
の
皆
さ
ん
が
、
よ
り
使
い
や
す
い
よ

う
な
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
ア
ー
ル
の
建
設
、
校
舎
周
り
の
外
械
工

事
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
繁
備
な
ど
そ
行
い
、
開
校
仁
向

け
て
工
事
が
本
格
化
し
て
い
き
ま
す
。

1月16日開午後O時45分-4時/東小学校から海野町通りを行進、

市民会館で式典

平成8~手4月間後予定の海図西小学後{完成予想図)

(7 ] 上田市消防出初め式7 1. 広報うえだ7.



情報

「
女
の
居
場
所
、
男
の
居
場
所
」

-
N
H
K朝
の
テ
レ
ビ
小
説
「
ひ
ら
り
」
原
作
者

9
内
館
牧
子
講
演
会

d
踊

1
月
四
日
目
午
後
2
時

i
3時
泊
分
/
文
化
会
館
ホ
ー
ル

φ 
第

7
回
学
校
給
食
展

「
試
食
」
も
で
き
ま
す

飽
食
の
現
代
、

F
ど
も
た
ち
の
健

康
な
体
と
心
を
育
て
る
た
め
に
は
、

今
、
何
が
必
要
か
を
レ
っ
し
ょ
に
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

マ
と
き

l
n
M
H
ω
午
前
同
時

l
午
後
5
時
、
日
日
側
午
前
日
時
i

午
後
4
時

マ
と
こ
ろ

上
回
商
武

(
5
附
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
)
マ
内
容

「
学
校
給
食
の
願
レ
と
現
状
に
つ

い
て
」
「
子
ど
も
た
ち
の
生
活
リ
ズ
ム

t
朝
食
の

t
り
方
に
つ
い
て
」
「
学
校

給
食
の
試
食
(
午
後
ロ
時
初
分
か
ら
)
」

マ
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
(
内

線

5
1
1
6
)

読
書
普
及
の
た
め
山

本
茂
実
さ
ん
が
講
演

凶
代
H

館
で
は
、
読
什
.u
汗
及
迎
動
の

一
環
と
し
て
、
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

マ
と
き

1
月
N
目
白
午
後
l
時

叩
分
か
ら

3
時
初
分
ま
で

マ
と
ニ

ろ

山
'
央
公
以
館

3
附
大
会
議
案

マ
講
師

山
本
茂
実
さ
ん
(
「
あ
〉
野

安
峠
」
の
作
者
)

マ

演

題

「
読
書

と
人
生
」

マ
問
い
合
わ
せ
凶
芹

断

{

宮

@
0
8
8
0
)

県
宅
地
住
宅
相
談
所

無
料
法
律
相
談
開
催

県
宅
地
住
宅
相
談
所
で
は
、
弁
護

士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
実
施
し

dも ら だ.，. : ~

圏内館牧子さん
プロフィール・ 194~9月 1 01ヨ秋田市生まれ
の東京育ち。都立田園調布高綬から武蔵野美

術大学ヘ進む。三菱重工仰で13年半の0し生

活を経て脚本家に。代表作に、映画 rBU'
SUJ(東宝東和}、テレビ作局lこrひらりJ(N 
HK)、 rJ~ラJ (NTV)、『おもい出にカ、わる

までJ (TBS)、小説に r出逢った頃の君で

いてJ rリトルボーイ ・リトルガー)(.，J、週刊

誌の逮股lこ「紛ごはん食べた?Jr小粋な失恋』

など多数。 1 990年SJ賞、 1 991~ギャラクシ
ー貨、 1993年第1回鎌田寿賀子貨などを受賞

している。

ま
す
。

マ
と
き

1
月
初
日
働

・
2
月
口

口
幽

・
3
月
げ
日
働
(
時
聞
は
、
そ

れ
ぞ
れ
午
後
1
時
か
ら

3
時
ま
で
)

マ
と
こ
ろ

県
庁
建
築
作
理
課
宅

地
住
宅
相
談
所
(
長
野
市
)

マ
そ

の

他

相

談
を
希
望
す
る
か
た
は
、

事
前
に
屯
吋
印
刷
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
。

マ
問
い
合
わ
せ

H
K
肝
県
宅

地
住
宅
相
談

所

(
宮
0
2
6
2
@
7

3
4
1
)
 

お
震
の
不
安
を
和
ら

げ
る
「
母
親
学
級
」
ヘ

お
践
に
対
す
る
.L
中
安
や
縦
間
ぞ
少

し
で
も
和
ら
げ
、
安
心
し
て
丈
夫
な

赤
ち
ゃ
ん
を
・産
み
育
て
て
い
く
た
め

の
お
下
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
の

が
母
親
中
級
で
す
。

f
約
は
不
安
で

す
。
直
接
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

マ
対
象

妊
握
中
の
入、

そ
の
家

族

マ
と
ニ
ろ

塩
問
母
子
健
康
セ

上田市文化芸術協会
中央公民館・文化会館

(fi@0760) 

[8J 7 1. 広範うえだ7.

@診

(
本
郷
5

5

5

1
8
@
3

1
4
9
)

マ
持
ち
物

母
子
健
康

手
帳

・
筆
記
用
具

マ
費
用

無
料

マ
問
い
合
わ
せ

塩
川
支
所
(
宮

⑮
3
0
0
0
)
 

ン
タ
l

-母親学級の日程と内容

回 日 内 伺宮同町

111月18目別
安産のために、妊婦体機、1fJilllUま
{ラマーズ法)、母乳栄餐の良さ

211月25臼附
丈夫な歯をつくるために、

産後の生活

312月1日附
娃鎖中の生活と出産準備、

赤ちゃんの衣類

412月8臼別
産じよく体操、

赤ちゃんのお13、ろの入れ方

5 1 2月 15B(7~ 育児について

};'!時間は午後 1時30分-4時



| 各ホール イベント案内 E 

(主催者の都合により変更する犠合があります)

φ 
県
工
科
短
期
大
学
校

入
学
願
書
受
け
付
け

マ
募
集
人
員

生
産
技
術
科
:・
初

名
、
制
御
技
術
科
:
・初
名
、
電
子
技

術
科
:・
却
名
、
情
報
技
術
科
・:
幼
名

マ
出
願
資
格

①
高
等
学
校
を
卒

業
し
た
者
、
ま
た
は
平
成
7
年

3
月

卒
業
見
込
み
の
者
②
高
等
学
校
を

卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
ぞ

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
マ
出
願

手
続
き

所
定
の
願
書
に
写
真
2
枚、

調
査
書
、
受
験
票
交
付
用
と
人
口
絡
通

知
送
付
用
の
封
筒
、
健
康
診
断
書
を

添
付
し
、

1
月
ロ
日
附
か
ら
l
月
M

日
閃
ま
で
に
県
庁
職
業
能
力
開
発
課

(
工
科
短
期
大
学
建
設
担
当
)
へ
持

参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
第
2
志
望
学
科
が

あ
る
場
合
は
、
入
学
願
書
の
指
定
欄

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
入
学

者
選
抜
試
験
2
月
四
円
幽
午
後
0

長
野
県
工
科
短
期
大
学
校
が
、
今

年
4
月
、
下
之
郷
の
県
営
上
回
リ
サ

ー
チ
バ

l
ク
内
に
開
校
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
次
の
と
お
り
学
生
を

募
集
し
ま
す
の
で
、
入
学
希
望
者
は

願
書
そ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

官:;;....--

-二の丸ト2・E⑫0762

月日 催 し 跨筒 入場方法 筒い合わせ

昌/ 平成ブ年度成人式 13:30 無料
青少年課

② 4100 

冊16 消防出初め式 14:00 無料
消防本部

⑩ 0119 

首
チャリティーショー 13:00 

有料
亜樹ブロ

水 戸 光 門 17:00 モーション

日29 
民者

14:00 会員券 信越民音
タンゴシリーズ26

子行f子会館

-材木町1-2-3・宮@07601G~閉
ー

時
泊
分
か
ら
、
県
庁
講
堂
(
長
野
市
)

て
鋒
記
試
験
(
数
学
・
英
語
)
を
行

い
ま
す
。

マ
合
格
発
表
な
ど

2

月
勾
口
附
に
発
表
し
、
2
月
幻
日
聞

か
ら

3
月
1
日
附
ま
で
入
学
手
続
き

を
受
け
付
け
ま
す
。
マ

問
い
合
わ

せ

県

庁

職

業
能
力
開
発
諜
工
科
短

期
大
学
建
設
担
当
(
宮
0
2
6
2
@

7
1
3
1
)
 

日/ 8 

社会福主1I:
新喜善福祉カラオケ大会 9 :30 無料 協⑫議会

2025 

首
第5図上回女短 上回女子

新春コンサート
14:00 無料

短⑧期E大35学E 

自
市中学綬

上小中学校合唱交歓会 13:30 無料
合⑮唱3連52盟1 

首
文化センター

内鑓牧子講演会 14:00 無料 文化芸術協会
③ 0760 

長
野
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

冬
季
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
は
、

身
体
に
陣
害
を
持
つ
人
び
と
仁
高
水

準
の
競
技
大
会
に
参
加
す
る
機
会
守

提
供
し
、
国
際
親
善
ぞ
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、

4
年
に

1
度
開
催
さ
れ

ま
す
。1

9
9
8
年

3
月
5
日
か
ら
，H
日

ま
で
の
刊
日
間
、
冬
季
大
会
と
し
て

は
ア
ジ
ア
で
は
じ
め
て
開
催
さ
れ
る

長
野
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大

会
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

マ
募
集
作
品
(
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
)

長
野
バ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
特
徴
や

目
的
を
簡
潔
に
表
す
「
長
野
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
合
い
言
葉
」

マ

応
募
方
法

①
官
製
は
が
き
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。
②
作
品
は

1
人
何

点
て
も
応
募
で
き
ま
す
が
、
は
が
き

1
枚
に
つ
き

1
点
と
し
、
自
作
米
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
③
住
所
、

氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
年
齢
、
性
別
、

職
業
(
山
》
校
名
・
学
年
)
、
屯
話
番
号

令
明
記
マ
募
集
期
限

2
月
刊
日

働

必

許

マ

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

長
眠
川
市
川
A
H
新
川

3
1
0
9
l
m

k
T
ピ
ル
、
例
長
野
バ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
冬
季
競
技
大
会
組
織
委
員
会
事
務

局

(8
0
2
6
2
@
1
8
0
0
)

マ
入
賞
発
表

3
月
上
旬
こ
ろ
に
入

賞
者
本
人

t
広
報
紙
な
ど
で
発
表

7 1. 広報うえ室'7.[g J 



-情報テーブル・

-
成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

-
選
挙
権
・・
・
大
人
の
自
覚
、大
人
の
責
任

成
人
を
迎
え
る
と
、
法
律
的
に
も
大
人
と
し
て
認
め
ら
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
権
利
や
責
任
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
選
挙
権

も
、
そ
の
中
の
権
利
の
一
つ
で
す
。

選
挙
は
、
あ
な
疋
の
意
思
を
主
権
者
と
し
て
政
治
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
ガ
で
き
る
場
で
す
。
決
し
て
、
人
ご
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
あ
な
だ
の
意
思
ガ
一
票
巳
込
め
ら
れ
、代
表
蓄
を
選
び
、

社
会
を
動
か
し
て
い
き
ま
す
。
政
治
は
、
最
終
的
に
国
民
ガ
決

め
る
の
で
す
。
こ
れ
ガ
主
権
在
民
で
す
。

-
選
挙
と
は
代
表
者
を
選
ぶ
権
利

新
聞
な
ど
で
国
会
の
記
事
を
読
み
、
テ
レ
ビ
で
国
会
中
継
を

見
だ
こ
と
ガ
あ
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
席
に
は
、
国
会
議
員

ガ
座
っ
て
い
ま
す
。
国
民
ガ
選
ん
だ
代
表
者
ガ
、
国
の
方
向
を

決
め
る
光
景
で
す
。
こ
の
代
表
者
を
決
め
る
権
利
ガ
選
挙
権
で

す
。
わ
疋
し
だ
ち
の
生
活
を
よ
く
す
る
だ
め
に
も
、
よ
い
代
表

者
を
選
ぱ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

あ
な
だ
の
一
票
は
、
舎
後
の
日
本
の
あ
り
方
を
決
め
る
の
だ

と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
ま
し
ょ
う
。
選
挙
に
な
っ
た
ら
、
責
任

あ
る
投
票
を
し
て
く
だ
さ
い
。

-
m歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
を

平
成
3
年
4
月
4
日
か
ら
、
働
い
て
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、

二
十
歳
以
上
の
学
生
の
皆
さ
ん
も
国
民
年
金
へ
の
加
入
ガ
義
務

づ
け
ら
れ
ま
し
だ
。
「
な
ぜ
、
学
生
も
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
芝
の
か
」
と
疑
問
を
も
つ
か
だ
も
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ

に
は
次
の
よ
う
な
理
由
が
あ
る
の
で
す
。

も
し
、
病
気
や
け
が
を
し
て
障
害
ガ
残
っ
て
も
、
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
な
い
と
、
障
害
基
礎
年
金
ガ
支
給
さ
れ
な
い
の

で
す
。
ま
芝
、
将
来
受
け
取
る
こ
と
ガ
で
き
る
老
齢
基
礎
年
金

は、

m
i
m歳
の
何
年
間
の
加
入
期
簡
を
満
だ
し
て
い
る
こ
と

ガ
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
だ
め
の
条
件
で
す
。
で
す
か
ら
、

大
学
を
卒
業
後
に
加
入
し
定
力
疋
は
、
刊
年
に
足
り
な
い
期
間

の
分
だ
け
年
金
を
減
額
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
う
し
だ
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
告
母
+
の
皆
さ
ん
も
、

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
疋
の
で
す
。

・
み
ん
な
で
支
え
助
け
合
う

「
年
金
っ
て
、
年
寄
り
ガ
入
る
も
の
だ
ろ
う
」
「
い
ま
ガ
ら
、

老
後
の
こ
と
な
ん
て
、
考
え
ら
れ
る
か
」
と
い
う
人
も
、
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
確
か
に
若
い
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
老
後
は

ず
っ
と
先
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
国
民
年
金
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
国
民
み
ん
な

で
受
え
合
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
印
歳
に
な
っ
だ
ら
、
国
民
年
金

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

マ
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
ハ
内
線
1
3
6
5
・
4
1
3
6
6〉

「
骨
髄
パ
ン
ク
」
多
く

の
か
た
が
登
録
を
/

ら
の
病
気
で
苦
し
む
人
が
飽
成
ぞ
取

り
戻
せ
ま
す
。

少
し
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
の
命

を
助
り
る
た
め
に
、
骨
髄
パ
ン
ク
へ

の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

よ
田
保
健
所
(
宮

@
1
2
6
0
)
、
ま
た
は
川
町
庁
保
健
予

防
諜

(宮
0
2
6
2
@
7
1
4
6
)

••• 
白
血
病
、
再
生
不
良
性
貧
血
、
先

天
性
免
疫
不
全
症
な
E
の
難
病
は
、

布
効
な
治
療
法
が
な
く
治
り
に
く
い

病
気
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
骨
髄

移
拙

t
い
う
治
療
法
に
よ
り
、
こ
れ

E信書提量e5l1E孟司

八日堂縁日て

¢ 多交通規制

[10] 7 1. 広穂うえだ7.

E盟国語 1月7日{併後1時~同日日日午後4時
・問い合わせ上田市観光協会{観光棟内 ・内線1422)



• 
ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

就
職
・
就
学
で
お
悩

み
の
か
た
は
ど
う
ぞ

••• 
県
で
は
、
中
卒
者
や
高
校
を
中
途

退
学
し
た
人
の
進
路
相
談
じ
あ
た
る

「自
立
援
助
指
導
員
」
そ
設
置
し
て

い
ま
す
。

中
学
校
を
卒
業
し
た
も
の
の
定
ま

っ
た
職
が
な
く
困
っ
て
い
る
人
や
高

校
を
中
途
退
学
し
て
進
路
で
悩
ん
で

い
る
人
、
ま
た
そ
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
相
談
窓
口

各
地
方
事
務
所
厚

生
課

マ
相
談
内
容
就
職
や
就
学
、

竹

内

昇

東

前

山

時

…
石
弁
み
や
の

赤

沼

光

江

倉

升

肝

…
主
谷
精
司

宮

崎

節

秋

利

回

…

川
上
み
つ
江

山

部

達

男

鈴

子

町

一
林

隆

酋
沢
巾
柑
翁
神
科
新
日
程
羽

…

工
藤
千
鈎

柳

滞

健

子

諌

訪

形

制

一
大
瀧
キ
ミ
エ

池
内
務
き
き

三
好

町

回

一
鵜
ノ
潔
繁

日

…
悶

弘

同

和

術

商

前

山

制

…
h
H
同
様
邦
人

昭

一
林

き

み

院

内

打

…
坂
本
み
つ

制

一
平

林

行

子

上

常

問

的

…
小
林
久
級

制

…
丸

山

篤

下

紺

屋

町

内

…
関

茂

刊
…
山
崎
辺
正
子

下

線

引
…

ヰ
居
士
口
太
郎

ω
…
増

mm芳
子

よ

手

打

一
中
村
は
な
子

η
一

荒

弁

附

…

努

金

弁

同

一

品

佃

一
の

位

一
金

子

き

川

北

天

神

町

制

一
回
口
八
千
代

河

い
大
井
健
変

町

古

回

目

…
小
山
誠
治

η
一
長
滋
.
姿
之
進
奈
良
尾
部

…
大
石
一
冗
子

計

…
松

諜

繁

雄

下

一傍
山

市

…
竹
内
留
治

判

…
久
保
寺
フ
ジ

エ

岩

下

η
ぃ
・小
泉
守
幾
子

η
…
南

総

利

子

鈴

子

市
一
佐
藤
誠
平

(
竹
用
届
け
出
分
・
敏
都
路
〉

西悩水 松小成高半尚 i竜 山 水 i専
務口出様林間谷間続若草岡上回
)g守正好福敏智 利 末菊議 直
治 子 人 子 三 i台窓 S仏大代 子動好

子J!!II

久五浦小鳥川新大築金上中染
{同 場辺久剛常
林力日野泉 IUT町 田保地 寺田 村谷

就
職
の
た
め
の
技
能
習
得
に
つ
い
て

な

E

マ
相
談
時
間

月
限
日
か
ら

金
隈
日
ま
で
の
午
前

8
時
初
分
か
ら

午
後

5
時
ま
で

マ

問
い
合
わ
せ

県
庁
青
少
年
家
庭
謀
(
宮

0
2
6
2

@
7
1
3
0
)
 

入
札
(
見
積
)
参
加
願

2
月
か
ら
受
付
開
始

••• 
平
成

7
年
度
・
平
成

8
年
度
仁
、

市
が
購
入
す
る
物
品
の
入
札
・
見
積

り
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

「
入
札
(
見
積
)
参
加
願
」
を
提
出

金 小 東念 iill鍛上 i'i!Y鍛木中下染上下奈染矢半
前 i台室 i合常 任|之良

守1泉山升野町質問協 P1l町田採sl藁原郷尾底 i尺 ie

初

…
佐
藤
三
治

的

…
荒
弁
三
郎

m
…
戸
坂
あ
き

制

一
原

知

閥

均

一
問
中
里
美

引

…
竹
下
ツ
ヤ
ジ

引

い
堤

め

い

印

…
縮
れ
同
啓

制

…
溝
口
三
五
回

河

…
高
橋

新

河

…
惚
弁
務
造

円
…
小
松
あ
い
の

部

…
富
山
阿
部
同

町山

…
増
器
科
品

別

一
林

マ

ツ

制

一
中
津
久
男

釘

一
本
間
久
太
郎

u
…
霜
鳥
純
一

n
w
d
 。，“.

。。

i泉下長五院岩秋新 長新大山中よ小御l川
之 ;絵 手?首塩 辺

野粂入加 内門利 屋 鳥悶 19T岡田尻牧所開r

し
て
く
だ
さ
い
。

マ
受
け
付
け
期
間

2
月

1
日
側

か
ら

2
月
初
日

ωま
で

マ

そ
の
他

指
定
用
紙
は

1
月
か
ら
管
財
諜
で

お
渡
し
し
ま
す
。

マ
提
出
先
・

問

い
合
わ
せ

管
財
課
(
内
線

1
2

6

4

・
1
2
6
5
)

医
療
従
事
者
の
届
け

出
1
月
間
日
ま
で
に

46 90 69 61 67 67 92 75 82 83 81 100 95 28 84 74 80 83 ••• 
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
な
ど

の
医
療
従
事
者
は
、
2
年
に
一
度
届

け
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
全
国
の
医
療
従
事
者
の
分

布
、
就
業
の
実
態
を
把
握
し
、
医
療

行
政
の
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
す
。
平
成

6
年
ロ

月
別
日
現
在
、
該
当
す
る
人
は
、
届
出

表

仁
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
最
寄

り
の
保
健
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

、
う
ノ

・
自
宅
の
本
側
に
、
何
年
も
前
に
寅

錐
ー記
J

っ
た
紙
一
担
行
機
の
本
が
あ
る
。
翼
の

説

割
凡
裂
な
ど
が
印
刷
さ
れ
て
い
て
、
切
り

d
R

取
っ
て
張
り
合
わ
せ
る
と
、
紙
飛
行

機
が
で
き
る
と
い
う
も
の
だ
。
子
ど
も
に
せ
が

ま
れ
て
、
久
し
ぶ
り
に
作
っ
て
み
た
。
た
っ
た

A
4判
の
紙
E
枚
分
で
、
実
に
よ
く
飛
ぶ
飛
行

機
が
で
き
た
。
日
ご
ろ
「紙
切
れ
1
枚
』
と
か
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
軽
視
し
が
ち
だ
が
、
-
枚

の
紙
が
持
つ
実
力
は
す
ご
い
も
の
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
印
制
用
の
紙
が
不
足
し
て
い
て
、

こ
れ
か
ら
は
チ
ラ
シ
広
告
で
さ
え
、
紙
の
確
保

が
難
し
く
な
り
そ
う
だ
と
聞
い
た
。
使
用
済
-M
W

の
リ
サ
イ
ク
ル
は
当
然
と
し
て
、
紙
を
も
っ
と

大
切
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。
(
た
な
か
)

マ
対
象
者

①
医
師、
歯
科
医
師
、

薬
剤
師
の
免
許
を
持
ち
、
県
内
に
居

住
す
る
人
(
医
療
業
務
仁
従
事
し
て

い
な
い
人
を
含
む
)
②
保
健
婦
、
助

産
姉
、
看
護
婦
(
士
)
、
准
看
護
婦
(
士
)
、

歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士
の
免
許

を
持
ち
、
県
内
で
医
療
業
務
に
従
事

し
て
い
る
人

マ
提
出
期
限

1
月

日

日

制

マ

問

い
合
わ
せ

上

田
保

健

所

(
宮
@
1
2
6
0
)
ま
た
は
県

庁
医
務
課
(
宮
0
2
6
2
③
7
1
4

3
)
 

医療従事者は忘れずに届け出を

-
先
日
、

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
入
れ
た
。
は

め
心
地
は
・
・今
の
と
こ
ろ
何
と
も
い
え
な
い
。

慣
れ
な
い
せ
い
な
の
か
、
そ
れ
と
も
不
器
用
な

の
か
、
ぎ
こ
ち
な
い
手
つ
き
で
悪
戦
苦
闘
し
て

い
る
(
震
近
は
よ
手
に
な
っ
た
つ
・
か
な
)
。
今
ま

で
自
を
細
め
な
い
と
見
え
な
か
っ
た
透
く
の
も

の
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
車
の
運
転
も

楽
に
な
っ
た
。
全
然
知
ら
な
い
人
に
あ
い
さ
つ

を
し
て
し
ま
う
よ
う
な
人
違
い
も
し
な
く
な
る

だ
ろ
う
(
た
ぶ
ん
)
。
こ
れ
で
世
の
中
、
パ
ラ
色

に
見
え
れ
ば
申
し
分
な
い
の
だ
が
:
。

ょ
く
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
ち
な
ん

で、
A

フ
年
の
抱
負
は
、
少
し
で
も
、
細
か
い
と

と
ろ
に
も
自
の
届
く
、
視
野
の
広
い
人
間
に
な

る
こ
と
』
だ
ろ
う
か
。
(
に
し
ざ
わ
)
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-山本涼平くん
(3歳・川辺町)

「テレビのカクレンジャ
ーが大好きで、 主人公にな
りきって遊んでいます。男
の子らしくなってきました」
と母の優子さん。

保健惨E>⑩
保健予防課 (内線 1374)

理・美容業、飲食業などの皆さん

結核健康診断(胸部×線検診)

上田保健所では、次のとおり行います。件ililllT村、

事業所、施設などで定期検診ぞ受けた場合も、 3か月

以上経過した人は必ず受診してくださ い。料金無料。

!>対象業種 現容業、業界業、飲食J占業、旅館業、

iE育凶 ・幼稚園の峨員(業務に従事する人は全員対象)

bその他 ①検診の結果、興常のある人のみ通知し

ます。②舵婚したと思われる人は受診しないでくださ

い。③当日厚めの衣類、ボ、タン、ファスナ一、ブラジ

ャー、ネックレスはJJ見やかタトしてく 7ごさし、。 !>問い

合わせ 上日i保健所(宮③7148)

・胸部検診車実施分

日 時 間 ところ

1 月 12日肘| 午前10B寺~ll 時30分 | 川西社会福祉センター

1 月20日樹! 午前10跨~ll時30分 | 塩田母子健康センター
相 染 閣

念品 場 対象業種

理容業・美容業

午前9時~ll時 | 上回 保健所| 飲食業・旅館業

午後l 時~3時 12階エックス線室 | 飲食業・旅館業

2月9日附 I I I保育園・幼稚園

百日せき・ジフテリア・破傷風

三種混合予防接種

!>対象 I期・・・①-'f-I}X:-1年 7JJ 1 11 -12月訂正|まで

に'1:まれた幼児②同 -1:ド()J130 H以，jij(こ'"1-:4:れ、未般

磁の幼児(ただし」議未満) II 期・・・①~jZl& 3年 1月

1 Uから 6日3011までに生まれ、 1 JtJJが済んでいる幼

児②問 2年]2月以，jijに生まれ、 IIJtJIが済んでいない幼

児(ただし 5蔵 6カ'rJ未満) !>接種内容 I期...3

-8週間の間隔て3Il~1披楠 Il期… 1~tlJ終了後12-18

か月の問に 1阿接種 !>受付時間 午後 1時30分から

211キ20分まで !>持ち物 I~J; -f健康手帳、問診巣(赤

ちゃん手・IjJ長の'1'にあります。会場にも 11Iな) !> ~.主意

事項予防級車ifi法の改正により、 ~fì;!京 q ，の病気や経過

をみていることがある場合じは、主治医にrmもって相

談しておくことが必要になります。 また rf本i品iま会場

で測定する」ことになりましたので、 11寺IIljに余裕をも

っておて‘かけくださ L、。

-三種混合予防接種目程表

実施日
会場名 対象地 区

1回 2回 3回

南部 (荷夫衿町 ・ 袋平 田 ~t突神

2 3 町・松尾町.1'1匠町 ・本町 ・末

保健センター 月 月 月
広町 ・犬手町)
北部 (上}I，原柳町・下川原柳町・

(市役所南庁舎 2~皆) 17 15 15 袋容町 ・上鍛冶町 ・鍛冶町 ・上
日 日 日 房山 ・下房山 ・柳町 ・新聞 ・山

1必 体。 ホJ ロ・上紺屋町)

上野が丘公民館 神科・祭殿

西部 (下紛屋町 ・2草原 ・商脇 ・
2 3 新町 ・諏訪部 ・主主控室 ・常望書町 ・

保健センター
月 月 月 緑が丘 ・新慶 ・緑が丘北 ・緑が

(市役所南庁舎2階} 18 17 17 丘西 ・城北)
日 日 日 措置尻 (秋辛口 よ海尻 ・下泡尻}
b快 ;i国 担釦

三好町会館 城下

超電国母子健康センター 2 3 纏図

/ 20 
/ / 

神川地区公民館 21 22 
神 川i合 1火l '*， 

東部 (踏入 ・泉町 ーよ常国 ・中

2 3 常田 ・下常国 ・北常閑・栃木田7・
文化センター 月 月 月 常入)
( 3階大会議室) 24 22 23 中央 {磯田T 海里子園7・原町 ・袋

日 日 日 lBJ.馬場町 ・田町 ・丸郷町 ・木

，*， f水' :木B
lBJ・北大手)

川辺町会館 川辺・泉田

川西本士会領批センター 1/0h2a 5 2/24 3会124 川 西hi也

，a
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